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一
般
質
問

一
般
質
問

「
老
人
ク
ラ
ブ
」
へ
の

　
　
　
　
　支
援
充
実

須
藤
典
夫
議
員

　活
き
活

き
ク
ラ
ブ
（
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
）
と
議
会
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
さ
せ
て

頂
い
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
輪
投
げ
、
な
ど
の

健
康
づ
く
り
、
道
路
沿
い

の
花
壇
づ
く
り
な
ど
の
環

境
整
備
、
学
校
行
事
へ
の

参
加
、
地
区
行
事
へ
の
参

加
、
仲
間
と
の
親
睦
会
旅

行
な
ど
活
動
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。
今
後
の
支

援
対
策
は
。

五
十
嵐
健
康
福
祉
課
長

　

議
員
と
の
「
意
見
交
換
会
」

で
の
各
単
位
ク
ラ
ブ
の
課

題
な
ど
を
共
有
化
す
る
こ

と
で
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
平
成
２９
年
度
の
予
算

で
連
合
会
分
の
増
額
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
単
位

団
分
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

不
十
分
な
と
こ
ろ
を
平
成

２９
年
度
中
に
検
討
し
て
、

平
成
３０
年
度
予
算
に
お
い

て
増
額
す
る
こ
と
で
町
の

支
援
を
拡
充
さ
せ
て
い
き

た
い
。

洋
式
ト
イ
レ
の

　
　
　

 

増
設
が
必
至

須
藤
議
員

　一
般
家
庭
で

の
洋
式
便
座
の
普
及
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
学
校
、

公
営
施
設
の
ト
イ
レ
事
業

を
見
直
し
、
洋
式
ト
イ
レ

の
割
合
を
高
く
し
て
子
供

た
ち
や
、
お
年
寄
り
に
も

利
用
し
や
す
く
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
今
後
期
待
さ

れ
る
観
光
客
等
へ
の
お
も

て
な
し
の
充
実
を
図
る
こ

と
に
な
る
と
思
う
が
、
町

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
藤
総
務
課
長

　町
内
の

小
中
学
校
で
は
ト
イ
レ
便

器
が
１
１
０
基
、
う
ち
洋

式
便
器
及
び
和
式
便
器
が

そ
れ
ぞ
れ
５５
基
（
５
０
．
０

％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　全
国
と
の
比
較
で
は
６.７

％
高
い
割
合
で
洋
式
便
器

の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

た
だ
、
有
屋
小
学
校
や
金

山
中
学
校
に
つ
い
て
は
洋

式
便
器
比
率
が
３０
％
を
下

回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
小
中
学
校
を
除

く
主
な
公
共
施
設
は
町
内

に
お
い
て
は
ト
イ
レ
便
器

計
２
３
３
基
、
う
ち
洋
式

便
器
１
８
８
基（
８
０
．
７

％
）、
和
式
便
器
４５
基
（
１

９
．
３
％
）
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
災
害
時
に
地

域
の
避
難
所
と
し
て
使
用

さ
れ
る
学
校
施
設
で
、
そ

の
際
に
は
、
児
童
・
生
徒

だ
け
で
は
な
く
一
般
の
人

も
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

熊
本
地
震
の
際
に
は
、
和

式
ト
イ
レ
が
空
い
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
洋
式
ト

イ
レ
に
行
列
が
で
き
る
場

面
も
見
ら
れ
た
と
の
こ
と

で
あ
り
、
洋
式
便
器
に
更

新
し
て
い
く
整
備
方
針
が

全
国
的
な
流
れ
と
な
っ
て

い
る
。

　
　

　洋
式
便
器
比
率
の
低
い

金
山
中
学
校
、
有
屋
小
学

校
や
火
葬
場
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
優

先
し
、
高
齢
者
や
身
障
者

並
び
に
多
く
の
来
町
者
の

利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

徐
々
に
公
共
施
設
か
ら
ト

イ
レ
の
環
境
改
善
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

給
食
費
無
料
化
の

　
　
　
　
　

 

実
現
は

須
藤
議
員

　昨
年
３
月
議

会
定
例
会
一
般
質
問
で
、

こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
の

給
食
費
無
料
化
の
実
現
に

つ
い
て
質
問
し
た
際
に
、

教
育
長
は
調
査
、
検
討
を

す
る
と
話

さ
れ
た
が
、

１
年
間
経

過
し
、
ど

の
よ
う
に

検
討
が
な

さ
れ
、
ど

の
よ
う
な

結
果
に
な

っ
て
い
る

の
か
伺
い

た
い
。

須
賀
教
学

課
長

　今

後
も
国
に

対
し
て
給

食
費
に
対

す
る
支
援

も
要
望
し
な
が
ら
、
保
護

者
の
皆
様
に
お
願
い
し
て

い
る
現
行
の
給
食
費
負
担

の
水
準
を
何
と
か
堅
持
す

る
中
で
、
理
解
と
共
感
を

得
ら
れ
る
子
育
て
支
援
策

を
幅
広
く
検
討
し
て
い
く
。

町
長

　金
山
町
は
他
の
支

援
策
の
方
が
他
の
自
治
体

よ
り
も
手
厚
い
と
こ
ろ
も

あ
る
。
お
金
も
掛
か
る
こ

と
で
あ
り
、
他
の
所
と
条

件
も
違
う
の
で
、
そ
う
い

う
事
を
総
合
的
に
考
え
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

金
山
町
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
は

中
村
忠
行
議
員

　町
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
は
。

丹
産
業
課
長

　ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
は
、
地
方
創
生
、

地
域
活
性
化
を
加
速
さ
せ

る
必
要
な
活
動
。
こ
れ
ま

で
の
町
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
、
農
林
・
商
工
・
観

光
部
門
等
で
個
別
に
進
め

て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
今

後
、
よ
り
戦
略
的
に
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
い

く
た
め
に
も
町
と
関
係
団

体
等
が
連
携
し
、
政
策
顧

問
の
助
言
も
い
た
だ
き
な

が
ら
、
戦
略
を
ね
り
た
い
。

ブ
ラ
ン
ド
維
持
対
策
は

中
村
議
員

　ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
戦
略
に
は
、
安
定
生

産
・
安
定
供
給
も
重
要
で

あ
り
、
高
齢
化
や
、
人
口

減
少
に
合
わ
せ
た
ブ
ラ
ン

ド
維
持
に
は
、
ど
の
様
な

対
策
を
行
な
っ
て
い
る
の

か
。

産
業
課
長

　平
成
２９
年
度

か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
方
に
、
金
山
の
農
業
を

研
修
し
て
頂
き
、
後
継
者

た
る
経
営
を
担
っ
て
頂
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
高
齢
者
の
労
働
力
を

　金
山
の
農
業
振
興
、
園

芸
振
興
の
裏
支
え
と
な
る

労
働
力
と
し
て
お
願
い
し

た
い
。

金
山
杉
利
活
用
条
例
・

乾
杯
条
例
を

中
村
議
員

　ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
戦
略
と
し
て
、
町
民

へ
の
町
内
産
品
の
魅
力
を

発
信
し
町
内
産
品
へ
の
愛

着
醸
成
と
地
産
地
消
の
経

済
波
及
効
果
の
為
に
、

「
金
山
杉
利
活
用
条
例
」

を
制
定
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力

強
化
に
繋
げ
、
あ
わ
せ
て
、

「
乾
杯
条
例
」
を
制
定
し
、

町
内
産
品
へ
の
愛
着
を
涵

養
す
る
こ
と
を
行
政
の
責

務
と
位
置
づ
け
る
べ
き
で

は
。

　

産
業
課
長

　他
の
市
町
村

で
は
、
地
元
産
木
材
を
利

活
用
さ
れ
た
場
合
に
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。
当

町
で
は
、「
金
山
町
の
風

景
と
調
和
し
た
街
並
み
景

観
条
例
」
に
お
い
て
地
元

産
材
の
活
用
を
推
進
し
て

き
た
。

　今
後
整
備
す
る
公
共
施

設
等
の
木
質
化
が
考
え
ら

れ
、
金
山
産
の
杉
材
が
使

用
さ
れ
る
よ
う
、
金
山
町

木
質
資
源
利
用

拡
大
推
進
委
員

会
と
協
議
し
、

「
金
山
杉
利
活

用
条
例
」
を
検

討
し
た
い
。

　乾
杯
条
例
に

つ
い
て
は
、
町

内
産
の
酒
米
生

産
量
が
増
え
、

金
山
の
酒
米
を

原
料
と
し
た
日

本
酒
が
あ
り
、

つ
や
姫
を
使
用

し
た
焼
酎
も
新
た
に
商
品

化
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

ま
た
、
ベ
リ
ー
類
に
よ
る

新
た
な
飲
料
等
の
商
品
開

発
も
期
待
さ
れ
て
お
り
、

乾
杯
条
例
に
つ
い
て
、
県

条
例
や
他
の
自
治
体
の
例

も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討

す
る
。

町
長

　金
山
杉
は
値
段
が

高
い
と
の
誤
解
が
あ
る
。

最
上
地
域
の
杉
材
が
決
し

て
高
く
な
い
と
の
情
報
を

発
信
し
て
い
く
事
も
必
要

で
あ
り
、
再
造
林
を
含
め

て
考
え
な
い
と
、
数
量
的

に
足
り
る
状
況
で
は
な
い
。

環
境
が
整
え
ば
、
金
山
杉

の
利
活
用
条
例
が
活
き
て

く
る
の
で
、
関
係
機
関
に

意
見
を
伺
い
、
考
え
た
い
。

町
に
関
す
る
歌
の
Ｐ
Ｒ
を

中
村
議
員 

「
金
山
小
唄
」

や
「
金
山
大
工
の
歌
」、「
町

の
歌
」
を
町
の
Ｈ
Ｐ
で
動

画
を
見
ら
れ
る
様
に
し
、

遠
方
に
居
住
の
方
に
聞
い

て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
町

に
関
す
る
歌
を
Ｃ
Ｄ
に
入

れ
、
ふ
る
さ
と
寄
付
に
加

え
た
ら
と
考
え
て
い
る
が
。

佐
藤
政
策
財
政
監

　町
の

Ｈ
Ｐ
の
観
光
サ
イ
ト
か
ら

　関
連
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン

ク
の
手
法
も
考
え
ら
れ
、

観
光
協
会
や
芸
術
文
化
協

会
と
検
討
し
て
い
け
れ
ば

と
思
う
。
ま
た
、「
金
山

大
工
の
唄
」
を
ふ
る
さ
と

寄
付
の
返
礼
品
に
加
え
る

こ
と
も
可
能
だ
が
、
そ
れ

を
観
光
振
興
や
Ｐ
Ｒ
に
ど

う
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
結

び
付
け
て
い
く
か
が
議
論

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ

り
、
実
現
に
至
っ
て
い
な

い
。
今
後
、
ど
う
い
う
形

で
取
り
組
ん
で
い
く
か
、

観
光
協
会
や
芸
術
文
化
協

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

金
山
杉
利
活
用
条
例
・
乾
杯
条
例
を

回
答

関
係
機
関
に
意
見
を
伺
い
、
考
え
る

｢活き活きクラブ｣への活動支援

回答 支援費の増額で応援

代表ブランド「金山杉」

須 藤 典 夫 議員 中 村 忠 行 議員

無料化が望まれる給食


